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１．研究のテーマと目的 

１．１研究の目的 

 本研究はグローバル化が進む現代において、日本人の英語能力の低さの要因について国内と世界の視点から

分析し、日本人の英語能力の改善のヒントを見つけることにある。 

１．２テーマ選択の背景 

 今回の研究テーマを設定した理由は、私自身が日本の英語能力の低さを実感したためである。私は学校の

SSH国際交流という取組で海外の学生と SDGsについて英語でオンラインミーティングした際に、海外の学生の

英語によるコミュニケーション能力の高さに圧倒されると共に、日本の英語能力の遅れを強く感じた。そこで、

日本の英語能力の低さの原因を国内で比較、分析し、また日本と世界でどのような違いがあるかを分析した。

１．３先行研究・調査                                                   

まず初めに現時点での日本の英語能力の高さは世界でどれくらいの高さなのか調べることにした。国際教育

事業を展開しているイー・エフ・エデュケーション・ファーストが発表した 2022 年版『EF EPI 英語能力指数』

によると、日本の順位は 111 ヶ国・地域中 80 位ととても低いことが分かる。またアジア地域内では 24 位中 14

位となっており、高いとは言えない。能力レベルは『低い』の枠に含まれている。以上から日本の英語能力が

低いことが分かる (表１、図１) 。  

 

表１ 各国の EF EPI スコア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         図１ 上位三国と日中韓のスコア比較 
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２．研究の方法と手順 

本研究は、日本の英語能力の低さの要因を、日本と世界の日常生活の英語環境、国民の意識、教育の三つの

観点から分析した。それぞれの観点の中でも複数の仮説を立てて分析し、それらをもとに日本の現状における

課題および改善のヒントについて検討した。仮説、および、データ分析の着眼点についてはロジックツリーで

まとめた (図２) 。 

    

図２仮説とデータ分析 

 

３．データセットの加工 

本研究で使用したデータ名とその出典を下記の表 2 に記す。 

                   表２ データセットの加工 

データ名 年次 出典 

総人口[人] 2021 独立行政法人 統計センターSSDSE－基本教材  

外国人人口[人] 2020 独立行政法人 統計センターSSDSE―基本教材 

高校生の英語力[％] 2019 
文部科学省 中学生・高校生の英語力(都道府県・指定都

市別) 

(e)CEFR A2 レベル相当以上の英語力を

取得または有すると思われる生徒数 
2023  

https://www.mext.go.jp/content/20230516-

mxt_kyoiku01-00029835_7.pdf 

過去１年間のインターネットの利用経

験（世帯単位）（加工） 
2022 総務省「令和４年通信利用動向調査」 

英語を学習した人の割合 2021 独立行政法人 統計センターSSDSE―社会生活 

授業における、生徒の英語による言語

活動時間の割合 
2023 

https://www.mext.go.jp/content/20230516-

mxt_kyoiku01-00029835_7.pdf 

EF EPI スコア 2022 
EF EPI 2022-EF 英語能力指数 

インターネット普及率[％] 2022 

異文化理解力・対応力[％] 2018 
内閣府 特集１ 日本の若者意識の現状～国際比較から見

えてくるもの～ 
外国留学願望[％] 2018 

海外移住願望[％] 2018 

外国語教育の開始学年 2011 
文部科学省 諸外国における外国語教育の実施状況調査結

果(概要) 
各学校段階における外国語教育の授業

時数 
2011 
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４．データ分析の結果  

4.1 日本国内の状況 

 まず、日本国内で英語能力の違いを生み出す要因について分析する。 

4.1.1 日常生活における英語環境 

4.1.1.1 外国人人口率 

 はじめに、英語能力の違いを生み出す要因

として、身の回りの外国人の割合に違いがあ

るのではないかと考えた。各都道府県の総人

口と外国人人口から外国人人口率を出し、英

語能力として高校生で CEFR A2 レベル相当の

英語能力を有する生徒の割合[％]との相関関

係を調べた(図３)。英語能力と外国人人口率

の決定係数は 2E-05(＝0.00002)、相関係数は

0.004と非常に小さく、相関はないと言える。

したがって外国人人口率は英語能力に影響を

与えているとは言えないことがわかった。 

図３外国人人口率と英語能力の高さ      

4.1.1.2 インターネット普及率 

 次に、インターネット普及率が高いほど英

語学習が効率化するため英語能力が高くなる

のではないかと考えた。そこでインターネッ

ト普及率と英語能力の相関関係を調べた(図

４)。インターネット普及率と英語能力の決定

係数は 0.0992、相関係数は 0.314 とやや小さ

いものの、弱い相関がみえる。したがって、

インターネット普及率は英語能力に対して、

多少の影響を与えていると考えられる。 

                        図４インターネット普及率と英語能力 

4.1.2 英語学習における意識の違い 

 次に、英語学習における意識の違いが英語

能力の高さに影響を及ぼすのではないかと考

えた。英語学習における意識の高さを、ここ

では英語を学習した人の割合としてとらえる

こととする。そこで各都道府県別の過去 1 年

間に英語を学習した人の割合と英語能力の相

関関係を調べた(図５)。決定係数は 0.0257、

相関係数は 0.160 と小さく、相関はほぼない。

よって英語学習における意識の違いと英語能

力の高さには関係があるとは言えない。 

図５ 過去 1 年に英語を学習した人の割合と英語能力  
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4.1.3 学校における英語学習環境 

 次に、学校における英語学習環境が英語能

力に影響を及ぼすのではないかと考えた。こ

こでは学校における英語学習環境を可視化す

るために、各都道府県別の、授業における、

生徒の英語による言語活動時間が 50％以上で

ある学校の割合のデータを利用した(図６)。

決定係数は 0.0347、相関係数は 0.186 とやや

小さいが、弱い相関がみえる。よって学校に

おける英語学習環境は英語能力の高さに対し

て、多少の影響を与えていると考えられる。 

                         図６ 授業活動時間と英語能力 

 以上より、日本国内については、英語能力の高さに大きな影響を及ぼす条件はないと言えるが、インター

ネット普及率と英語学習時の言語活動時間については良い影響を与えていることが読み取れるので、それら

の点においてはより一層の拡充が望まれる。大きな影響を及ぼす条件がないことについては、そもそも日本

国内では、都道府県別の状況に大きな差が無いためと考えられる。そこで次は視点を世界に向けて、英語能

力に大きな差が生じている、日本と諸外国との比較・分析を行った。 

 

4.2 日本と諸外国の比較 

4.2.1 日常生活における英語環境―インターネット普及率 

まず、国内で行った分析と同様に、インター

ネット普及率が高いほど英語学習が効率化す

るため英語能力が高くなるのではないかとい

う仮説について検証するため、インターネッ

ト普及率と英語能力の相関関係を調べた(図

７)。インターネット普及率と英語能力の決定

係数は 0.0471、相関係数は 0.217 とやや小さ

いが、弱い相関がみえる。したがって、イン

ターネット普及率は英語能力に対して、日本

国内の分析結果と同様に多少の影響を与えて

いると考えられる。 

                   図７ インターネット普及率と EF EPI スコア 

4.2.2 英語学習に対する意識の違いー国民の関心 

次に国民意識が英語能力に影響を及ぼすのではないかという仮説について考えた。ここでは、各国の若者

（満 13 歳から満 29 歳未満）について、外国へ関心がある若者の割合が高いほど英語習得に対する関心も高

く、英語能力も高いのではないかという仮説とし、相関関係を調べた(図８、９、１０、表 3、4、5)。 
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図８ 異文化理解力・対応力と EF EPI スコア 

 

表 3 決定係数と相関係数(ⅰ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 外国留学願望と EF EPI スコア 

 

表 4 決定係数と相関係数(ⅱ) 

将来留学をしたいか 決定係数 相関係数 

外国の高校や大学(大学院を含む)に 

進学して卒業したい 
0.4431 0.6656 

外国の高校や大学(大学院を含む)に 

半年から一年程度留学したい 
0.1961 0.4428 

海外で語学や実践的なスキル、異文化 

を学ぶ短期間の留学をしたい 
0.0242 0.1555 

異文化理解力・対応力 決定係数 相関係数 

十分身に付けていると思う 0.7206 0.8488 

ある程度身に付けていると思う 0.5641 0.7510 
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図 10 外国移住願望と EF EPI スコア 

 

表５ 決定係数と相関係数(ⅲ) 

将来外国に住みたいか 決定係数 相関係数 

一定期間(１年以上)、外国に住みたい 0.6399 0.7999 

外国に移住して永住したい 0.1749 0.4178 

将来もずっと自国に住みたい 0.0491 0.2251 

 

 図 8、表 3 より異文化理解力・対応力を十分身に付けていると答えた若者の割合と英語能力の高さの決定係

数は 0.7206、相関係数は 0.8488 と非常に大きく、強い正の相関があると言える。ある程度身に付けていると

答えた若者の割合と英語能力の高さの決定係数は 0.5641 とやや数値が下がるが、相関係数は 0.7510 と大き

く、こちらも強い正の相関があると言える。 

総じて異文化理解力・対応力があると考えている若者ほど英語能力が高いと言える。日本はどちらの回答

も調査対象国の中で最も割合が低かった。 

 図 9、表 4 より将来海外留学したいかという質問に外国の高校や大学(大学院を含む)に進学して卒業したい

と答えた若者の割合と英語能力の高さの決定係数は 0.4431 で異文化理解の観点よりはやや小さい。しかしな

がら、相関係数は 0.6656 と十分大きく、正の相関があると言える。また外国の高校や大学(大学院を含む)に

半年から一年程度留学したいと答えた若者の割合と英語能力の高さの決定係数は 0.1961、相関係数は 0.4428

とやや小さく、弱い相関があると言える。海外で語学や実践的なスキル、異文化を学ぶ短期間の留学をした

いと答えた若者の割合と英語能力の高さについての決定係数は 0.0242 で、相関係数は 0.1555 と非常に小さく

相関があるとは言えない。 

調査対象国の中で EF EPI スコアが一番低かった日本において、海外で語学や実践的なスキル、異文化を学

ぶ短期間の留学をしたいと答えた若者の割合が一番高い理由は、進学や長期留学よりも短期留学の方が比較

的難易度が低く、英語学習の真剣味がやや欠けているからではないか。 

総じて留学願望と英語能力の高さは関係があると読み取れる。日本は調査対象国の中で進学・長期留学願

望がある若者の割合が最も低く短期留学願望がある若者の割合が最も高かった。 

 図 10、表５では、将来外国に住みたいかという質問に一定期間(１年以上)、外国に住みたいと答えた若者
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の割合と英語能力の高さの決定係数は 0.6399 で、相関係数は 0.7999 と大きいため強い正の相関があると言え

る。外国に移住して永住したいと答えた若者の割合と英語能力の高さの決定係数は 0.1749 と小さくはなるが、

相関係数は 0.4178 であり、正の相関があると言える。将来もずっと自国に住みたいと答えた若者の割合と英

語能力の高さの決定係数は 0.0491 と非常に小さく、相関係数は 0.2215 とやや小さいため相関があるとは言え

ない。 

調査対象国の中で最も EF EPI スコアが低い日本の、外国永住願望を持つ若者の割合は最も低く、自国永住

願望を持つ若者の割合が最も高かった。日本の若者は外国に住むことに興味がなく自国に住み続けることを

望んでいるため、英語の必要性をあまり感じていないのではないか。そのため英語能力が低いのだと考える。 

外国生活願望と英語能力にはやや正の相関があり自国生活願望と英語能力には相関があるとは言えない。

日本は調査対象国の中で外国生活願望が最も低く、自国生活願望が最も高かった。 

 英語能力の低い日本の若者は、諸外国に比べ外国留学・外国移住の願望を持つ者の割合が低く、国際社会

を生きる上で必要な教養を身に付けていると考えている者の割合も低かった。総じて、国民意識と英語能力

には正の相関があり、国際社会に対する国民意識が高ければ高いほど英語能力も高くなると考えられる。 

 

4.2.3 学校における英語学習環境  

次に教育が英語能力に影響を与えるのではないかと考えた。そこで外国語教育の開始学年が早ければ早い

ほど、一週間の外国語教育の授業時数が多ければ多いほど、英語能力が高くなるのではないかと仮説を立て

た。なお、ここでの比較対象国は第一言語が英語でない国である(図 11、表 6)。なお、学年は日本基準、学年

名は省略して表記した。データテーブルの小学校の空白部分は外国語教育が未開始であるため、また、高校

の空白部分は選択科目によって授業数が大きく変わることより元データに明記されていないためである。よ

って表６の総授業時間は小１から中 3までを考える。フランスの小学校は元データより週 1.4 コマと考える。

ドイツは１コマ 45 分と考える。図の黄系列は EF EPI スコア【低い】、緑系列は EF EPI スコア【標準的】、青

系列は EF EPI スコア【非常に高い】に含まれる国である。 

 
図 11 各国の 1 週間当たりの英語授業時間 
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表 6 各国の小 1 から中 3までの総授業時間(分) 

国名 小１から中 3 までの総授業時間(分) 

日本 690 

韓国 850 

フランス 1030 

ドイツ 1080 

図 11 より EF EPI スコアが【標準的】のフランスが外国語教育の開始が最も早く、次に【標準的】の韓国と

【非常に高い】のドイツ、そのさらに次に【低い】の日本が続く。このことから、EF EPI スコアが低いすな

わち英語能力が低い国は外国語教育開始が遅いことが読み取れる。ドイツより外国語教育の開始が早かった

フランスの英語能力がドイツより低い理由は総授業時間にあると考えられる。表６より総授業時間が多けれ

ば多いほど、英語能力が高いことが分かる。勉強すればするほど力がつくのだから自然なことだと考えられ

る。以上から外国語教育の開始の早さは英語能力の高さに影響を与えること、授業時数はより大きな影響を

与えることが分かった。 

 

５．結果の解釈 

5.1 考察と課題 

 これらの分析結果より、英語能力の高さは国民意識と教育の影響を大きく受けていることがわかった。日

本は諸外国に比べ外国留学・外国移住の願望を持つ者の割合が低く、国際社会を生きる上で必要な教養を身

に付けていると考えている者の割合も低かった。そのため諸外国に比べると英語の重要性の認識が低く、結

果として英語能力の低さにつながっていると考えられる。また日本の外国語教育は開始も他国に比べると遅

く、授業時間数も少ない。日本の英語能力が低い原因は日本の外国語教育にもあると考えてよいだろう。 

 英語能力が低いという日本の現状を改善するには、国民が外国にもっと興味を持つこと、外国語教育をも

っと早期に、豊富な授業時数のもと行うことが鍵となる。国民が外国にもっと興味を持つには、国が外国留

学の奨学金制度をもっと充実させたり、オールイングリッシュのメディアを増やすなど、国民が英語に触れ

世界に目を向ける機会をもっと増やす必要がある。また異文化理解力・対応力を身に付けることは国際社会

を生きる上で必須であるため、これもまた教育課題として教育機関が扱っていくべきことである。日本の外

国語教育をもっと早期に行うには現時点での母国語教育を更に早期に行う必要があるがこれは困難である。

しかし低年齢の幼児教育、もしくは学習塾等で母国語教育が非常に早い段階でできれば外国語教育も早く開

始できるだろう。よって家庭の所得が増え、学習塾の数も増えたら、日本の英語能力は今より高くなるので

はないか。また外国語教育については授業時数を増やすだけでなく内容をもっと実践的で豊富にしていくべ

きだ。今の日本の外国語教育は実践よりも受験のために行われている印象が強い。もちろん受験で問われる

ような文法や英語表現も大切であるがもっと実践を目的とする授業を増やすことも大事だろう。 

5.2 今後に向けて 

 今回の研究では、日本の英語能力の低さの要因を分析し、現状の改善につながるヒントを得た。次の研究

段階として日本と諸外国の授業内容の違いを調べたい。授業内容の違いを分析できれば、日本の英語教育を

さらに効率化することができ、結果として日本の英語能力を上げることができるだろう。 
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